
 
 

市長メッセージ№6１ 

２月５日まで、福島県医療ひっ迫警報が延長 

～インフルエンザが流行期突入、新型コロナとの同時流行に警戒を！～ 

 

【感染再拡大と県医療ひっ迫警報延長】 

１５日までと設定されていた福島県医療ひっ迫警報が２月５日まで延長されました。（別紙１参照） 

本市における新型コロナの感染状況については、過去最高のクラスターが発生した先月に引き

続き、１月に入ってからも連日、高齢者施設や医療機関でクラスターが発生するなど、高い水準で

の感染拡大が続いています。 

県内では、年明け以降、感染再拡大の傾向が顕著であり、病床使用率は上昇、救急搬送困難事

案や感染後お亡くなりになる方も増加しています。加えて、インフルエンザも３年ぶりに流行期に

突入し、新型コロナとの同時流行のリスクが高まっています。 

こうした状況から、県医療ひっ迫警報が延長になっており、市民の皆さまには、感染拡大防止

の徹底にご協力をお願いします。 

当面、特に重要なことは、受験期を迎える中、新型コロナとインフルエンザの同時流行に対する

警戒強化です。【新型コロナ、インフルエンザの感染防止対策】（以下【対策】と略します。）の中でも、

次の点にご留意ください。 

 

Ⅰ 基本的な感染防止対策を徹底してください ⇒【対策】１．を参照  

    ・受験生や重症化リスクの高い方（高齢者など）はもちろん、これらと接する方も、できる限りの感

染防止対策をお願いします。 

Ⅱ 予防対策としてのワクチン接種のご検討を！ ⇒【対策】４．を参照 

・新型コロナワクチン～受験生・働く世代にも受けやすい機会～NCVアリーナでの夜間接種、 

街なか交流館での夕方夜間帯の予約不要接種 

・インフルエンザワクチン～こども（１８歳以下）・妊婦・高齢者への助成は１月末まで 

Ⅲ 医療機関に過度な負担をかけないための備え、適正利用をお願いします 

・急な体調不良に備えた必需品の用意～【対策】２．を参照 

・症状や重症化リスクに応じた検査・医療の適正利用～【対策】３．を参照 

 

 

【新型コロナ、インフルエンザの感染防止対策】 

１．室内でのマスク着用や十分な換気、会食での十分な感染防止対策など、基本的な感染防止対

策を徹底してください。 

    別紙２「自分が感染しない、他人にうつさない～３つのお願い～」参照 

    別紙３「市内でインフルエンザが流行開始！基本的対策の再徹底！」参照 

 

２．急な体調不良に備え必需品の用意をお願いします。 

・解熱鎮痛薬やせき止め 

・抗原検査キット（体外診断用医薬品又は第一類医薬品を推奨） 

・体温計 

・食料、日用品 など 

 



 
 

３．症状や重症化リスクに応じた検査・医療の適正利用をお願いします。 

 ⇒  別紙４「医療現場のひっ迫を防ぐため、重症化リスクに応じた外来受診・療養にご協力ください」参照 

 

（１）発熱など症状が出た場合 

①重症化リスクが高い方、比較的症状の重い方  

電話連絡の上、かかりつけ医等で受診し、検査・診療を受けてください。通常診療時間での受診をお

願いします。 

②重症化リスクが低い方で、軽症者 

・抗原検査キットを活用し、自己チェックを願います。 

・手元に抗原検査キットがない方は、「福島県新型コロナ検査キット配布センター」にWEB（２４時間） 

又は電話（0120-941-546 毎日９時～１９時）でお申し込みください。 

・陽性の場合は「県陽性者登録センター」へ登録し、自宅療養にご協力をお願いします。 

・陰性で、インフルエンザ等の疑いで受診を希望される場合は、電話連絡の上、医療機関で受診してく

ださい。 

③夜間・休日診療や救急車の適正利用のお願い ⇒別紙５「救急車・救急外来の適正利用にご協力を！」 

参照 

  ・緊急性の低い方の夜間・休日の受診や救急車の利用はお控えください。 

  ・夜間に受診するか迷ったら、「夜間救急電話相談♯７７９９」や「こども救急ダイヤル♯８０００」をご利

用ください。 

  ・夜間の受診を必要とする緊急性の高い方は、「福島市夜間急病診療所」か「ファストドクターふくし

ま」をご利用ください。 

「ファストドクターふくしま」は、看護師の自宅訪問と医師のオンライン診療を組み合わせた民間サ

ービスです。 

 

（２）症状はないが感染に不安がある場合 

薬局等の無料検査又は市保健福祉センター北側駐車場での休日無料検査場をご活用ください。 

 

４．早めのワクチン接種をご検討ください。 

①オミクロン株対応ワクチンの接種 

新型コロナワクチンを２回以上完了した１２歳以上の方は、オミクロン株対応ワクチンの接種が可能です。

次のように働く世代や受験を迎える方にも受けやすい機会を設けていますので、ご利用ください。 

・NCVアリーナでの夜間接種、日中時間帯の予約不要接種（１月１８日以降） 

・街なか交流館での夕方夜間帯の予約不要接種～２月中の水・金 午後４時１５分～６時４５分 

＊アレルギーなどでmRNA ワクチン以外の接種を希望する方は、武田社ワクチン(ノババックス)の接種を

実施していますので接種をご検討ください。 

②生後６か月以上～１１歳の方の新型コロナワクチン接種は、１月の予約受付を行っています。 

③こども・妊婦、高齢者のインフルエンザワクチン接種への助成は、１月末までです。同時流行を避けるために

も、接種をご検討ください。 

 

                        令和５年１月１３日 

                           福島市長  木幡 浩 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


